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スケトウダラとその管理
　スケトウダラは、卵はタラコや明太子の材料に、身はす
り身としてかまぼこなどの材料になっている重要な魚で
す。北部太平洋に広く分布する種ですが、分布の中心はベー
リング海やオホーツク海などであり、日本で漁獲されるの
は分布域の端の集団となっています。
　日本周辺のスケトウダラは現在、4つの評価単位に分け
て管理されています（図 1）。それぞれの集団は TAC（漁
獲可能量）により漁獲量の上限が設定されおり、特に日本
海北部系群では資源を回復させるために厳格な漁獲の抑制
が行われています。このほか各漁業団体においても、漁期・
漁場の制限や漁獲物の体長制限など、多くの自主的な管理
が進められています。

スケトウダラの資源評価
　スケトウダラの太平洋系群と日本海北部系群の資源評価
においては、年齢別漁獲尾数（一年間に何歳の魚が何匹漁
獲されたか、という値）をもとに、資源が加入と成長・成熟、
および自然死亡と漁獲により増減する様子を数式で表して
資源量を計算する手法（コホート解析、VPA）を用いてい
ます。ただしこの手法では、漁獲情報のみで計算すると漁
獲量が減った場合には資源が減ったと判定されてしまうた

め、規制などによって漁獲が抑制される状況下では、資源
量を直に反映する指標を用いた補正が必要になります。ス
ケトウダラでは、この指標となる情報を得るため、多くの
調査が行われています。
　漁獲量と、これらの情報をもとに推定された親魚量の推
移は図 2のようになります。ここで、太平洋系群では漁
獲量、親魚量ともにおおむね一定以上のところで推移して
おり、今後もこの水準を維持することが望ましいと評価さ
れます。一方、日本海北部系群では近年はとても低い水準
となっており、資源の回復が必要と評価されます。ただし
直近年では、漁獲量は TAC による管理の効果を受けて非
常に低い水準に留まるものの、調査船調査では良い加入も
認められており、資源は緩やかではあるが増加していると
判断されています。

今後の資源管理に向けて
　日本海北部系群においては、近年ようやく資源回復の兆
しが見えてきており、今後はどの水準までどのように資源
を回復させるかについて、十分な検討が必要です。一方、
太平洋系群は資源が安定していますが、近年では加入が悪
い年が見られるなど、慎重な管理が求められます。いずれ
にしても、調査船調査の情報や実際の現場の情報など、「漁
獲量に現れない情報」を丁寧に検討に用いることが、強度
な漁獲管理下にある資源を適切に評価・管理する上でさら
に重要なものとなるでしょう。

図 1．我が国周辺におけるスケトウダラの分布と評価単位

図 2．スケトウダラ 2 系群の漁獲量（棒グラフ）と親
魚量（折れ線グラフ）の推移
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　マサバは日本周辺に分布しており、太平洋に分布する太
平洋系群、東シナ海、黄海および日本海に分布する対馬暖
流系群の 2つの評価単位に分けて資源評価を行っていま
す（図）。資源評価を行う上で重要なのは資源量を推定す
ることであり、そのために漁業による情報と調査による情
報が必要となります。漁業による情報は漁獲量だけでなく、
何歳のマサバが何尾漁獲されたか（以下、年齢別漁獲尾数）、
どの程度の努力量（網数など）をかけて漁獲したかという
情報です。

マサバ対馬暖流系群
　マサバ対馬暖流系群の場合、0歳魚から漁獲されること
などもあり、漁業の情報を主に用いて資源評価を行ってい
ます。九州の魚市場では古くから魚の大きさ毎に選別して
箱詰めする習慣があるため、このサイズ別の水揚げ情報を
用いて年齢別漁獲尾数を推定しています。また、マサバ対
馬暖流系群の漁獲量の大半が大中型まき網漁業によるもの
であるため、大中型まき網漁業の単位努力量あたりの漁獲
量が資源量と比例関係にあると仮定して、コホート解析と
呼ばれる手法により資源量を推定しています。

マサバ対馬暖流系群
　一方、マサバ太平洋系群の場合、サイズ別の水揚げ情報
がないため、水揚物の魚体測定データに基づいて年齢別漁
獲尾数を推定しています。また、特に近年はマサバ太平洋
系群の 0・1歳魚が漁業であまり漁獲されないため、これ
らの年齢のマサバの資源量については漁業の情報のみなら
ず調査船調査による漁獲試験の結果と併せて推定していま
す。マサバ太平洋系群は主に伊豆諸島周辺で春に産卵し、
生まれた仔稚魚は黒潮に運ばれて夏には東経 170 度付近
に達し、秋には北上して千島列島東方沖に分布します。マ
サバのこの移動に合わせて水産研究・教育機構では調査船
による調査を実施し、中層トロール網という袋状の網を用
いて漁獲試験を行い、その年に生まれて漁獲サイズまで
生き残ったマサバの量を漁業で漁獲されるよりも前の段階
で推定しています。漁獲サイズまで生き残った量が特に多
い年の群を卓越年級群と呼びまずが、私たちは調査により

2013 年生まれのマサバ太平洋系群が卓越年級群であるこ
とを 2013 年 10 月の時点で把握し、資源評価にその情報
を反映させるとともに、その後は好調な漁獲が継続するこ
とを予報してきました。マサバ太平洋系群は 2018 年にも
卓越年級群が発生していることがこれまでの調査により明
らかになっており、今後しばらくは好調な漁獲が期待され
ます。しかしながら、卓越年級群の発生により資源量が増
加傾向にあるマサバ太平洋系群を 2014 年以降、外国漁船
が北西太平洋公海域で漁獲しています。過剰な漁獲により
資源量を減らしすぎてしまわないように、北太平洋漁業委
員会（NPFC）において我々は国際的な資源管理を実施す
るための様々な情報（資源量のみならず生態に関する基礎
的な情報も含む）を提供し、マサバ太平洋系群の持続的利
用のために努力しています。

今後の資源管理に向けて
　このように同じマサバでも系群によって資源水準、動向
のみならず資源評価の手法も異なっています。両系群とも
に外国漁船も漁獲する国際資源であり、最新の科学的な評
価手法を取り入れていくことで、我が国周辺水域の適切な
資源管理のために関係国との協議を進めるうえでリーダー
シップを発揮することが期待されています。

図．我が国周辺におけるマサバの分布と評価単位

マサバ太平洋系群


